
【調査の概要】

　　・アンケート実施期間　平成30年2月下旬～3月中旬
　　・有効回答数　586店舗

問１　客席数（定員）

問２　雇用従業員（アルバイト含む）有無

いる 402店舗
いない 179店舗

問３　店の業態

　　・平成29年12月1日現在、市内に所在地のある飲食店から2,700店舗を無作為抽出

回答率　21.7%

　　・対象の飲食店に、調査票を郵送で送付、回答後、郵送で返信

飲食店の受動喫煙対策に関する実態調査

千葉市健康企画課
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どちらかというと食事を中心に提供している 

どちらかというとお酒を中心に提供している 

どちらかというと飲料類（ノンアルコール）を
中心に提供している 

その他 

無回答 

※(  )内：各設問における対象店舗および店舗数 
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(全586店舗) 

上記には、キャバレー、バー、ナイトクラブなど風俗営業法に規定された飲食店（29店舗）、 
 日本チェーンストア協会、日本フランチャイズチェーン協会等の会員（8店舗）を含む。 



問４　店の受動喫煙対策有無

対策をしている 327店舗
対策をしていない 259店舗

　店の受動喫煙対策状況

問５　受動喫煙対策をしている理由

問６　受動喫煙対策をしていることによるメリット

受動喫
煙対策
をしてい
る 

55.8% 

受動喫
煙対策
をしてい
ない 

44.2% 

189 
89 

44 
42 

完全禁煙にしている 
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たばこが吸えるか、吸えないかを表示している 
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お客さまが増えると思ったため 

売り上げが増えると思ったため 

料理をおいしく味わってもらいたいため 

従業員に受動喫煙をさせないため 

所属する組合やチェーン本部の方針のため 

入居しているビル等の方針のため 

特に理由はない 

その他 

無回答 
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お客さまの増加 

売り上げの増加 

禁煙・分煙等に関する苦情が少ない 

清掃の回数が少なくてすむ 

お店の雰囲気が良くなる 

わからない 

その他 

無回答 

(全586店舗) 

(受動喫煙対策をしている327店舗 ※複数回答可) 

(受動喫煙対策をしている327店舗※複数回答可) 

(受動喫煙対策をしている327店舗※複数回答可) 



問７　受動喫煙対策をしていない理由

問８　受動喫煙対策をしていないことによるデメリット

問９　従業員募集時に、店内のたばこの煙を理由に断られた経験有無

ある 13店舗
特にない 347店舗
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お客さまが減ると思ったため 

売り上げが減ると思ったため 

お店の構造上、分煙が難しいため 

喫煙室の設置などに費用がかかるため 

所属する組合やチェーン本部の方針のため 

入居しているビル等の方針のため 

特に理由はない 

その他 

無回答 

45 

33 

23 

19 

110 

42 

34 

0 20 40 60 80 100 120

お客さまの減少 

売り上げの減少 

禁煙・分煙等に関する苦情が多い 

清掃の回数が多くなる 

わからない 

その他 

無回答 
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3.3% 
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87.4% 

無回答 
9.3% 

(受動喫煙対策をしていない259店舗※複数回答可) 

(受動喫煙対策をし
ていない259店舗 

※複数回答可) 

(完全禁煙を実施していない397店舗) 



問10　店内のたばこの煙が理由で、従業員の辞職・苦情経験有無

ある 22店舗
特にない 336店舗

問11　店内のたばこの煙や臭いで、顧客の退店・苦情経験有無

ある 114店舗
特にない 271店舗

問12　受動喫煙対策の望ましい定め方

ある 
5.5% 

特にない 
84.6% 

無回答 
9.8% 

ある 
28.7% 

特にな
い 

68.3% 

無回答 
3.0% 

(完全禁煙を実施していない397店舗) 

(完全禁煙を実施していない397店舗) 

(上段全586店舗。下段〈内数〉受動喫煙対策をしていない259店舗※複数回答可) 
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空間分煙にする（喫煙室設置あり） 

空間分煙にする（喫煙室設置なし） 

時間分煙にする 

たばこが吸えるか、吸えないかを表示する 

店内を喫煙可能とすることについて 
全従業員に同意をとる 

規制は不要である 

わからない 

その他 

無回答 



問13　例外を設けて規制を行わない店舗（喫煙可）に必要な条件

問13付問　例外を設けて規制を行わない店舗（喫煙可）に最も必要な条件
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未成年者を立入禁止とすること 

面積が一定以下の店舗であること 

経営規模が一定以下の店舗であること 

キャバレー、バー、ナイトクラブなど風俗営業法
に規定された飲食店であること 

たばこが吸えるか、吸えないかを表示すること 

店内を喫煙可能とすることについて全従業員に
同意をとること 

条件は不要である（条件なしで飲食店では喫煙
可とする） 

わからない 

その他 

無回答 
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未成年者を立入禁止とすること 
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経営規模が一定以下の店舗であること 

キャバレー、バー、ナイトクラブなど風俗営業… 

たばこが吸えるか、吸えないかを表示すること 

店内を喫煙可能とすることについて全従業員… 

条件は不要である（条件なしで飲食店では喫… 

わからない 

その他 

無回答 

(全586店舗※複数回答可) 

(全586店舗) 



問14　加熱式たばこについて、規制の必要有無

問15　店（客席・調理場などを含む）の面積

145店舗
272店舗
66店舗
53店舗

問16　店の客席面積

248店舗
148店舗
98店舗
43店舗

　大規模店と小規模店の比較

30㎡以下

31㎡～50㎡

51㎡～100㎡

100㎡より大きい

30㎡以下

31㎡～100㎡

101㎡～150㎡

150㎡より大きい

33.3% 

11.4% 
23.5% 

28.3% 

3.4% 

規制が必要である（紙巻きたばこと同
じ規制） 

規制が必要である（紙巻きたばことは
別の規制） 

規制は必要ない 

わからない・どちらとも言えない 

無回答 

30㎡以下 
24.7% 

31㎡～100
㎡ 

46.4% 

101㎡～
150㎡ 
11.3% 

150㎡より
大きい 
9.0% 

無回答 
8.5% 

30㎡以下 
42.3% 

31㎡～50
㎡ 

25.3% 

51㎡～100
㎡ 

16.7% 

100㎡より
大きい 
7.3% 

無回答 
8.4% 

店舗 割合 店舗 割合 店舗 割合 店舗 割合

小規模店（客席面積100㎡以下） 494 92.0% 329 66.6% 223 45.1% 96 19.4%

大規模店（客席面積100㎡超） 43 8.0% 42 97.7% 6 14.0% 4 9.3%

全体 従業員雇用有 対策未実施 対策不要と考える

(客席面積の大きさを回答した537店舗)

(全586店舗) 

(全586店舗) 

(全586店舗) 


